
ア
マ
ゾ
ン
が
変
え
る

経
済
の
あ
り
方

ア
マ
ゾ
ン
・
エ
フ
ェ
ク
ト

特集
銀
行
業
に
乗
り
出
せ
ば
、
破
壊
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
金
融
業
界
に
与
え
る

 

立
教
大
学 

ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル

教
授
　
田
中
　
道
昭

ア
マ
ゾ
ン
に
対
し
て
は
最
近
、
今

秋
の
中
間
選
挙
を
意
識
す
る
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
が
批
判
を
強
め
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
米
国
内
で
賛
否
両
論
だ
っ

た
ア
マ
ゾ
ン
で
あ
る
が
、
ア
マ
ゾ
ン

批
判
の
ほ
う
が
「
大
衆
受
け
」
す
る

材
料
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る

だ
ろ
う
。

ア
マ
ゾ
ン
は
現
在
、「
世
界
一
の

書
店
」
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
あ
ら
た
め
て
「
ア
マ
ゾ
ン

は
何
の
会
社
か
」
と
問
う
た
と
き
、

そ
れ
だ
け
で
は
正
答
と
は
言
え
な
い
。

な
ぜ
な
ら
ア
マ
ゾ
ン
は
今
や
、
あ
ら

ゆ
る
も
の
を
売
る
「
エ
ブ
リ
シ
ン
グ

・
ス
ト
ア
」
と
し
て
成
長
し
、
さ
ら

に
は
ス
ト
ア
と
い
う
垣
根
を
越
え
て

あ
ら
ゆ
る
事
業
を
展
開
す
る
「
エ
ブ

リ
シ
ン
グ
・
カ
ン
パ
ニ
ー
」
と
し
て

の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
築
き
つ
つ
あ
る
か

ら
だ
。
そ
の
勢
い
は
米
国
で
「to 

be A
m

azoned

＝
ア
マ
ゾ
ン
さ
れ

る
」
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る
ほ
ど

と
な
っ
て
い
る
。
既
存
企
業
が
ア
マ

ゾ
ン
に
顧
客
と
利
益
を
根
こ
そ
ぎ
奪

わ
れ
る
と
い
う
危
機
感
が
伝
わ
っ
て

く
る
。

２
０
１
７
年
に
は
高
級
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
「
ホ
ー
ル
フ
ー
ズ
」
を

１
３
７
億
㌦
で
買
収
、
18
年
２
月
に

は
無
人
コ
ン
ビ
ニ
「
ア
マ
ゾ
ン
・
ゴ

ー
」
の
一
般
営
業
を
開
始
し
た
。
過

去
ア
マ
ゾ
ン
が
リ
ア
ル
店
舗
を
出
店

し
た
例
は
、
書
店
や
キ
ン
ド
ル
等
の

電
子
機
器
を
置
い
た
パ
イ
ロ
ッ
ト
シ

ョ
ッ
プ
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
が
、
こ

こ
に
き
て
リ
ア
ル
世
界
へ
の
進
出
を

本
格
化
さ
せ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
ア
マ
ゾ
ン
が
Ｅ
コ
マ

ー
ス
（
Ｅ
Ｃ
）
企
業
で
あ
る
の
は
事

実
だ
。
書
籍
に
始
ま
り
、
雑
貨
、
家

電
、
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
。
昨
今

で
は
、
ア
パ
レ
ル
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、

生
鮮
食
料
品
、
プ
ラ
イ
ム
ビ
デ
オ
に

注
力
し
て
い
る
。
し
か
し
同
時
に
ア

マ
ゾ
ン
は
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
プ
レ
イ
ス

の
販
売
者
向
け
に
Ｆ
Ｂ
Ａ

（F
ulfillm

ent by A
m

azon

）
と
い

﹁
エ
ブ
リ
シ
ン
グ・カ
ン
パ
ニ
ー
﹂

へ
急
成
長

小
売
・
流
通
に
変
革
を
も
た
ら
し
て
き
た
米
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
大
手

の
ア
マ
ゾ
ン
。
近
年
は
リ
ア
ル
店
舗
へ
の
進
出
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ク
ラ
ウ

ド
、
Ａ
Ｉ
、
宇
宙
事
業
な
ど
に
ま
で
事
業
領
域
を
広
げ
て
い
る
。
米
国
で

は
ア
マ
ゾ
ン
に
顧
客
と
利
益
を
奪
わ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
「to be 

A
m
azoned

＝
ア
マ
ゾ
ン
さ
れ
る
」
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る
ほ
ど
に
、

そ
の
勢
い
を
増
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
同
社
の
サ
ー
ビ
ス
概
要
、
経
営

戦
略
、
収
益
構
造
と
事
業
構
造
、
経
済
全
体
へ
の
影
響
を
考
察
し
た
上
で
、

今
後
予
想
さ
れ
る
本
格
的
な
金
融
戦
略
の
展
開
を
展
望
す
る
。
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金
融
庁
が
公
取
委
に

真
正
面
か
ら
反
論

　

金
融
庁
の
有
識
者
会
議
が
示
し
た
報
告
書
は
、

長
崎
県
を
「
複
数
行
で
は
持
続
的
な
競
争
が
不
可

能
で
あ
る
地
域
」
だ
と
分
析
し
、「
１
行
単
独
で

も
不
採
算
な
都
道
府
県
」
と
指
摘
し
た
。
加
え
て
、

地
域
金
融
機
関
に
適
用
さ
れ
る
競
争
政
策
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
見
直
し
の
必
要
性
を
主
張
し
て
い

る
。

　

今
回
、
金
融
庁
が
有
識
者
会
議
を
通
じ
て
報
告

書
を
示
す
直
接
的
な
契
機
に
な
っ
た
の
は
、
昨
年

12
月
６
日
に
行
わ
れ
た
公
取
委
の
山
田
昭
典
事
務

総
長
に
よ
る
記
者
会
見
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
山
田

事
務
総
長
は
、
Ｆ
Ｆ
Ｇ
と
十
八
銀
行
の
経
営
統
合

の
見
通
し
が
立
た
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
て
、
地
銀
の
経
営
統
合
に
関
す
る
考
え
方
を
説

明
。
Ｆ
Ｆ
Ｇ
と
十
八
銀
行
に
関
す
る
企
業
結
合
審

査
の
判
断
基
準
は
「
国
際
的
に
見
て
標
準
的
な
も

の
」
と
主
張
し
、
自
ら
の
正
当
性
を
訴
え
た
。
公

取
委
が
地
銀
の
経
営
統
合
に
関
す
る
考
え
方
を
公

に
す
る
こ
と
さ
え
知
ら
な
か
っ
た
金
融
庁
は
、
こ

れ
を
公
取
委
か
ら
の
「
宣
戦
布
告
」（
幹
部
）
と

解
釈
。
Ｆ
Ｆ
Ｇ
と
十
八
銀
行
の
事
例
だ
け
で
は
な

く
、
今
後
も
予
想
さ
れ
る
同
じ
よ
う
な
地
銀
の
経

営
統
合
を
後
押
し
す
べ
く
、
公
取
委
の
判
断
基
準

に
反
論
す
る
準
備
に
取
り
か
か
っ
た
。

　

金
融
庁
は
昨
年
末
か
ら
、
首
相
官
邸
や
日
銀
な

ど
と
の
話
し
合
い
を
一
段
と
深
め
、
さ
ら
に
有
識

者
会
議
の
「
金
融
仲
介
の
改
善
に
向
け
た
検
討
会

議
」
を
分
割
し
て
、
競
争
政
策
の
議
論
に
特
化
し

た
非
公
開
の
有
識
者
会
議
を
新
た
に
発
足
。
独
占

禁
止
法
に
詳
し
い
白
石
忠
志
東
京
大
学
教
授
の
ほ

か
、
日
銀
や
外
部
専
門
家
の
協
力
も
仰
い
で
、
Ｆ

Ｆ
Ｇ
傘
下
の
親
和
銀
行
と
十
八
銀
行
の
合
併
の
正

当
性
を
ど
う
主
張
す
べ
き
か
、
水
面
下
で
議
論
を

重
ね
て
き
た
。

　

今
回
の
報
告
書
は
有
識
者
会
議
の
提
言
と
い
う

体
裁
だ
が
、
金
融
庁
の
意
向
が
強
く
反
映
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
明
ら
か
。
ま
た
、
金
融
庁
は
今
回
の

報
告
書
を
受
け
る
か
た
ち
で
今
夏
に
も
、
競
争
と

い
う
前
提
が
成
立
し
な
い
状
況
下
に
お
け
る
「
新

た
な
競
争
政
策
の
枠
組
み
」
を
正
式
に
提
言
す
る

と
み
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
経
営
が
持
続

可
能
で
は
な
い
地
方
銀
行
を
既
存
の
競
争
政
策
の

枠
組
み
か
ら
適
用
除
外
と
す
る
よ
う
な
施
策
が
検

討
さ
れ
て
い
る
模
様
だ
。
金
融
庁
幹
部
は
、
新
し

い
競
争
政
策
の
枠
組
み
の
必
要
性
に
つ
い
て
「
右

肩
上
が
り
の
市
場
と
右
肩
下
が
り
の
市
場
を
（
独

禁
法
の
）
同
一
基
準
に
基
づ
い
て
考
え
て
い
る
現

状
が
そ
も
そ
も
間
違
い
」
と
解
説
す
る
。

い
ら
だ
ち
を
隠
さ
な
い
公
取
委

　

金
融
庁
の
主
張
は
ミ
ス
リ
ー
ド
―
―
。
一
方
の

公
取
委
は
、
金
融
庁
の
有
識
者
会
議
が
公
表
し
た

報
告
書
に
対
し
て
、
不
満
や
い
ら
だ
ち
の
色
が
に

じ
む
。
例
え
ば
、「
長
崎
県
は
銀
行
1
行
で
シ
ェ

ア
１
０
０
％
と
な
っ
て
も
将
来
的
に
不
採
算
と
な

る
地
域
」
と
い
う
指
摘
に
つ
い
て
は
、「
県
内
の

都
市
部
と
離
島
等
の
周
辺
部
を
一
律
に
論
じ
る
の

は
不
適
切
」（
幹
部
）
と
反
論
す
る
。
そ
し
て
、

最
も
重
要
な
こ
と
は
「
健
全
な
競
争
が
起
き
る
環

境
を
担
保
し
て
お
く
こ
と
」
と
、
従
来
の
考
え
方

を
崩
す
気
配
は
微
塵
も
な
い
。

　

さ
ら
に
、
市
場
寡
占
化
に
よ
る
金
利
引
上
げ
の

懸
念
に
つ
い
て
も
、
報
告
書
は
「
金
融
庁
に
よ
る

事
後
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
有
効
」
と
指
摘
し
て

い
る
が
、
公
取
委
か
ら
は
「
健
全
な
競
争
を
阻
害

ふ
く
お
か
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
（
Ｆ
Ｆ
Ｇ
）
と
十
八
銀
行
の
経
営
統
合
が
「
無
期
延

期
」
と
発
表
さ
れ
て
か
ら
８
カ
月
。
統
合
破
談
の
観
測
も
強
ま
る
中
、
金
融
庁
の
有
識
者
会
議

が
「
地
域
金
融
の
課
題
と
競
争
の
あ
り
方
」
と
題
す
る
報
告
書
を
４
月
11
日
に
公
表
し
た
。
報

告
書
は
、
Ｆ
Ｆ
Ｇ
傘
下
の
親
和
銀
行
と
十
八
銀
行
の
合
併
の
正
当
性
を
主
張
し
て
お
り
、
企
業

結
合
審
査
を
通
じ
て
経
営
統
合
に
待
っ
た
を
か
け
る
公
正
取
引
委
員
会
に
真
っ
向
か
ら
反
論
し

て
い
る
。
公
取
委
も
従
来
の
ス
タ
ン
ス
を
崩
す
気
配
は
な
く
、
両
者
の
溝
は
深
ま
る
ば
か
り
だ
。

Ｆ
Ｆ
Ｇ
と
十
八
銀
行
の
経
営
統
合
巡
り
、

金
融
庁
と
公
取
委
が
対
立
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デ
ジ
タ
ル
化
の
流
れ
に

追
い
付
か
な
い
税
制

　

Ｉ
Ｔ
の
発
達
に
よ
り
経
済
の
デ
ジ

タ
ル
化
が
急
速
に
進
ん
だ
こ
と
が
、

税
制
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
。
Ｆ
Ａ
Ａ
Ｎ
Ｇ
（F

acebook, A
p-

ple, A
m

azon, N
etflix, G

oogle

）

に
代
表
さ
れ
る
米
国
Ｉ
Ｔ
企
業
は
、

販
売
や
知
財
管
理
、
生
産
の
各
段
階
、

雇
用
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
等
を
グ
ロ

ー
バ
ル
に
配
分
す
る
こ
と
に
よ
り
、

彼
ら
が
ビ
ジ
ネ
ス
で
利
益
を
上
げ
て

い
る
消
費
国
で
は
ほ
と
ん
ど
納
税
し

て
い
な
い
。「
価
値
を
創
造
す
る

場
」
と
「
納
税
の
場
」
を
乖
離
さ
せ
、

そ
の
収
益
を
低
税
率
国
や
タ
ッ
ク
ス

ヘ
イ
ブ
ン
（
租
税
回
避
地
）
に
帰
属

さ
せ
、
税
負
担
を
最
小
限
に
抑
え
る

タ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
行
っ
て

い
る
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
特
許
権
や

商
標
権
、
著
作
権
な
ど
の
「
無
形
資

産
」
で
あ
る
。

　

Ｉ
Ｔ
技
術
の
発
達
は
、
モ
ノ
を
無

形
資
産
に
変
え
て
し
ま
う
。
例
え
ば

百
科
事
典
の
場
合
、
か
つ
て
は
モ
ノ

の
売
買
だ
っ
た
が
、
今
で
は
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
情
報
の
検
索

サ
ー
ビ
ス
（
役
務
）
の
提
供
に
転
換

さ
れ
た
。
容
易
に
国
境
を
越
え
て
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
が
行
わ
れ
る
だ
け
で

な
く
、
税
関
と
い
う
課
税
の
ポ
イ
ン

ト
を
経
由
し
な
い
た
め
、
既
存
の
税

制
や
当
局
の
徴
税
の
仕
組
み
に
多
大

な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。

　

と
り
わ
け
現
在
の
企
業
に
と
っ
て

価
値
の
根
源
と
も
い
う
べ
き
無
形
資

産
は
、
法
的
所
有
権
の
移
転
も
容
易

に
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
納
税

の
場
は
、
低
税
率
国
や
タ
ッ
ク
ス
ヘ

イ
ブ
ン
へ
と
シ
フ
ト
し
、
価
値
創
造

の
場
と
納
税
の
場
は
ま
す
ま
す
乖
離

欧
州
委
員
会
は
、
Ｂ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
の
議
論
を
引
き
継
い
だ
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
﹁
デ
ジ
タ
ル
経
済
に
関

す
る
中
間
報
告
書
﹂︵
３
月
16
日
︶
の
公
表
を
受
け
、３
月
21
日
に
デ
ジ
タ
ル
課
税
を
含
む

具
体
的
な
税
制
の
提
案
を
行
っ
た
。
日
本
で
の
注
目
度
は
高
く
な
い
が
、
世
界
的
に
は
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
、
日
本
の
デ
ジ
タ
ル
企
業
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。

究
極
的
に
は
、
現
在
の
国
際
課
税
の
大
原
則
の
変
更
に
つ
な
が
る
可
能
性
も
あ
り
、
こ
れ

ま
で
の
議
論
を
整
理
し
な
が
ら
、
日
本
の
対
応
を
考
え
て
み
た
い
。
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